
【取り組む際に生じた課題】
１ 国内向け需要にも対応しつつ、輸出向け出荷数の確保に苦労。
２ 生産者による店頭での販売促進活動には就労ビザが必要。

【ウェブサイト】 なし

【対応の結果】
１ 毎年コンスタントに輸出数量の確保（約3,000個）ができている。
２ 生産者の声を広く届けることができた。

“くまモン”の売り場PR

盛況な記者会見の模様

 平成25年、「熊本県やつしろ晩白柚ブランド推進協議会」を設立
 平成26年度から中華圏の春節（旧正月）の需要に合わせ、香港で「晩白柚フェア」を
開催

 香港では、黄色く、丸く、大きいものが縁起物とされているというニーズに合致

輸出額（万円） 輸出量（個） 出荷時期

平成30年度 588   3,020
１～２月平成29年度 488 3,120

平成28年度 393 2,024

晩白柚（ばんぺいゆ）

【主な品目】

香港

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【今後の課題・展望】
１ 農家の高齢化・担い手不足が懸念材料だが、現在の生産体制と販売数量・規模
を何とか維持していきたい。
２ この取組をきっかけにして、地域の他産物の販路拡大に繋げたい。

【生じた課題への対応】
１ 出荷が春節に間に合うように、関係者との的確な連絡・調整を実施。
２ 生産者がメディアに告知をする方法（記者会見方式）でPR。

【連絡先】 八代市 農林水産部 フードバレー推進課（協議会事務局）、ＴＥＬ：0965－33－8780

【活用した支援・施策】 地方創生推進交付金

【輸出実績】 （平成26年度から輸出開始）

熊本県 熊本県やつしろ晩白柚ブランド推進協議会
『晩白柚（ばんぺいゆ）を香港へ』

青果物

【効果があった取組】
・ 現地で大人気の“くまモン”の
イラスト入りパッケージを使用
・ “くまモン”は現地のフェアに
毎年出演してPRに大活躍

※晩白柚⇒直径約20cmの世界最大級の柑橘、八代地域は全国生産量の９割を占める

※輸出額は現地フェアでの売上金額、輸出量は規格別出荷数の合計を記載


